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■ 景気観測

■ 個別判断項目（業種別）

　総合

　鋳造業

　機械製造業

　卸売業

　小売業

　建設業

　不動産業

　サービス業

■【特別調査】
　「経営者の健康管理と事業の継続について」

■ 経営上の問題点と当面の重点経営施策

■ あおしんトピックス
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景気観測

調査目的
調査時期
調査内容

調査方法
調査対象
調査回答企業

取りまとめ方法

お問い合わせ先
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川口市を中心とした最近の中小・小規模企業の動向把握
平成 30年 3月 1日（木）～３月７日（水）
平成29年10月～12月期と比較した平成30年1月～ 3月期の実績見込み
平成30年1月～3月期と比較した平成30年4月～６月期の予想
聞き取りによるアンケート調査
当金庫お取引先企業 301企業、回答企業数 301企業（回答率 100％）
鋳造業 29、機械製造業 38、その他製造業 49、卸売業 27、小売業 40、
建設業 45、不動産業 30、サービス業 43先
DI（ディフュージョン・インデックス）方法
「増加」（増加＋やや増加）と回答した企業割合から、「減少」（減少＋やや減少）
と回答した企業割合を差し引いた指数のことで、そのどちらの企業割合が多
いかによって、景況の動きを時期的な推移の中で把握しようとするものです。
青木信用金庫 地域振興部
川口市中青木 2－13－21　TEL 048－251－7667（直通）

この調査について

もくじ  

　日本経済は、12年12月から景気拡大局面にあり、
「いざなぎ景気」を超える息の長い回復が続いてい
る。ただ、企業業績は改善しているものの、消費者
の節約志向は依然として根強く、個人消費は力強さ
を欠くなど、消費者は生活実感として回復の効果を
得られていない。従業者数の約7割が中小企業等で従
事しており、中小企業の所得環境が改善しなけれ
ば、日本経済は実感を伴う本格的な回復局面にある
と言えないのではなかろうか。

1.中小企業の総合的な収益性～バブル期並みの高水
準も、足元は改善一服

　中小企業の収益性を示す総資本経常利益率は、17年
7-9月に4.6％とバブル期以来28年ぶりの高さになっ
た。足元は、売上の増勢鈍化で資産効率が低下し、
4.4％と改善が一服した。

2.設備投資と資金需要～資本利益率の高まりで設備
投資環境は改善へ

　中小企業の設備投資は、企業収益の改善、設備の
老朽化、人材不足を背景に、更新投資や省力化投資
を中心に増加している。ただ、設備投資は年11.5兆
円で、キャッシュフローの5割程度にとどまり、資金
運用に年5.9兆円が回った。実物資産の利益率は
6.0％に上昇しており、資金運用よりも売上増加に結
びつく実物投資に資産を回す方が高い利回りが得ら
れ、中小企業の収益性改善に結びつくものと考えら
れる。

3.賃金動向～1人当たり人件費は増加も、雇用者は賃
金上昇を実感しにくい状況

　賃金水準は、大企業と小企業で月9.0万円（男性）
の格差があり、賃金格差は中小企業が人材確保で苦
戦する一因になっている。中小企業の労働分配率は
72.0％であり、適正水準の75.9％を下回る。人材確
保や待遇改善を目的に、適正水準まで１人当たり人
件費を420万円から440万円へ約5％引き上げられる

余地がある。年齢・勤続年数等の影響を除いた個
別賃金水準は緩慢な上昇にとどまっているため、
格差是正のためには一段の賃上げが必要である。

4.損益分岐点比率～人件費が5％増加しても損益
分岐点比率は安全性を保持

　中小企業の経営安全性も高まっており、損益分
岐点比率は80.9％とバブル期の水準に低下してい
る。賃上げ等で1人当たり人件費を5％引き上げ
たとしても、損益分岐点比率は84.6％と、02年2
月から73か月続いた戦後最長の景気拡大局面を
下回る水準にとどまり、安全性の面からも耐えう
る状態にあるといえる。

【終わりに】
　中小企業の財務内容は、収益性や安全性などの
経常指標がバブル期の水準にまで改善するなど、
良好な状態であることがわかった。その一方で、
積極的な投資活動は抑制されており、賃金水準も
極めて緩慢な上昇にとどまる。中小企業の経営活
動は非常に慎重化しており、日本の景気回復が実
感できないのは、中小企業がいつまた経済危機に
襲われるのかという不安が依然として払拭されて
いないことによる影響が大きいものと推測され
る。中小企業が経済危機等に見舞われた際にも事
業活動が継続できるよう、セーフティネットの再
構築など、中小企業がリスクをとっても積極的に
経営活動できる環境を整備することが求められて
いる。
　更に政府は規制緩和や技術開発等に対する支援
などを推し進め、新たなビジネスチャンスを創出
し、金融機関は、新規事業に参入しやすい資金環
境を提供することで、開業・設備投資の活発化や
所得環境の底上げが進展し、新陳代謝が高い経済
構造へ活性化させる必要がある。
(注)本稿は、信金中央金庫　地域・中小企業研究所「内外経済・金融動向
(No.29－5)(2018年3月14日発刊)より抜粋したものです。

信金中央金庫
峯岸　直輝（みねぎし　なおき）

《略歴》
東京都出身
1998 年　全国信用金庫連合会（現 信金中央金庫）入会
　同年　　総合研究所（現 地域・中小企業研究所）配属
　現在　　地域・中小企業研究所 主任研究員（日本証券アナリスト協会検定会員）

テーマ：中小企業の財務状況からみた設備投資・賃上げ余力
－中小企業における収益性分析、付加価値分析、安全性分析による考察－

内外経済・金融動向
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　全業種の当期（1～ 3 月期）の業況判断 DI は▲2 となり、
前期（10～12月期）と比較して7ポイントの悪化となった。「売
上」で18ポイント、「収益」で16ポイント、「資金繰り」で4
ポイントの悪化となる。「販売・請負・料金価格」で4ポイント、
「原材料・仕入価格」で1ポイントの下降、「設備」で1ポイン
トの改善となった。

　来期（4～ 6 月期）は、「業況」で 3 ポイント、「売上」で 7
ポイント、「収益」で6ポイント、「資金繰り」で4ポイントの
改善、「販売・請負・料金価格」、「原材料・仕入価格」で 2 ポ
イントの下降、「設備」で1ポイント減少すると予想している。
　全体的には、前期（10～ 12 月期）と比較して景況感は下降
傾向といえるが、来期は緩慢ながらも回復傾向を予想している。
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　鋳造業の当期（1～ 3月期）の業況判断DI は 10となり、
前期（10～ 12月期）と比較して 7ポイントの良化となっ
た。「資金繰り」で 13ポイントの改善、「売上」で 7ポイ
ントの悪化、「原材料・仕入価格」で 4ポイントの下降、「収
益」、「販売・請負・料金価格」、「設備」で横ばいとなる。
　来期（4～ 6 月期）は、「売上」、「資金繰り」で 7 ポイ

ントの改善、「業況」、「収益」で横ばい、「販売・請負・
料金価格」で 7 ポイント、「原材料・仕入価格」で 3 ポイ
ントの下降、「設備」で3ポイント減少すると予想している。
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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　機械製造業の当期（1～ 3月期）の業況判断 DI は 18 と
なり、前期（10～ 12 月期）と比較して 12 ポイントの
悪化となった。「売上」で 22 ポイント、「収益」で 23 ポ
イント、「資金繰り」で 11ポイントの悪化、「販売・請負・
料金価格」で 8 ポイント、「原材料・仕入価格」で 10 ポ
イントの下降、「設備」で横ばいとなる。

　来期（4～ 6 月期）は、「業況」で 6 ポイント、「収益」
で 2 ポイント、「資金繰り」で 3 ポイントの改善、「売上」
で 5 ポイントの悪化、「原材料・仕入価格」で 3 ポイント
の下降、「設備」で2ポイントの減少、「販売・請負・料金価格」
で横ばいを予想している。
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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　卸売業の当期（1～ 3月期）の業況判断DI は 4となり、
前期（10～12月期）と比較して18ポイントの悪化となっ
た。「売上」で 37ポイント、「収益」で 41ポイント、「資
金繰り」で 14 ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」
で15ポイント、「原材料・仕入価格」で11ポイントの下降、
「設備」で 3ポイントの改善となる。

　来期（4～ 6月期）は、「業況」で 15ポイント、「売上」
で 26 ポイント、「収益」で 30 ポイント、「資金繰り」で
15ポイント、「設備」で 4ポイントの改善、「販売・請負・
料金価格」で 8 ポイントの上昇、「原材料・仕入価格」で
横ばいを予想している。

8 9

卸売業
OROSHIURI -GYOU

卸
売
業

卸
売
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
4

（▲18）

来期予想
19

（＋15）

－80

－100

－60

－40

－20

0

20

40
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「業況 DI」推移

増加 変わらず 減少

前期
29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

22.2 3.774.1

15.4 7.776.9

3.7 70.4 25.9収
益

当 期
▲22
（▲41）

来期予想
8

（＋30）

業況判断指数

前期
29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

14.8 85.2

7.7 92.3

7.4 85.2 7.4

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
0

（▲15）

来期予想
8

（＋8）

業況判断指数

前期
29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

29.6 70.4

19.2 80.8

22.2 74.1 3.7

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
19

（▲11）

来期予想
19
（0）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

前期
29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

85.2

76.9 7.715.4

85.2 11.1
資
金
繰
り

当 期
▲7

（▲14）

来期予想
8

（＋15）

業況判断指数

過剰 適正 不足

前期
29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

92.6 7.4

92.4 3.83.8

88.9 7.43.7

11.1 3.7

3.7

設
備

当 期
▲4
（＋3）

来期予想
0

（＋4）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

上昇 変わらず 下降

業
況

当 期
4

（▲18）

来期予想
19

（＋15）

業況判断指数

良い 普通 悪い

増加 変わらず 減少

前期
29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

37.0 48.2 14.8

30.8 57.7 11.5

25.9 51.9 22.2

売
上

当 期
▲11
（▲37）

来期予想
15

（＋26）

業況判断指数
前期

29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

25.9 74.1

19.2 77.0 3.8

11.1 66.7 22.2

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥



AOKI SHINKIN BANK

　小売業の当期（1～3月期）の業況判断DIは▲38となり、
前期（10～ 12月期）と比較して 8ポイントの悪化となっ
た。「売上」で 3 ポイントの改善、「収益」、「資金繰り」
で3ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で2ポイント、
「原材料・仕入価格」で 5 ポイントの下降、「設備」で横
ばいとなる。

　来期（4～ 6 月期）は、「業況」で 7 ポイント、「売上」
で 12 ポイント、「収益」で 8ポイント、「資金繰り」で 3
ポイントの改善、「販売・請負・料金価格」、「原材料・仕
入価格」で 5 ポイントの上昇、「設備」で横ばいを予想し
ている。
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小売業
KOURI-GYOU

小
売
業

小
売
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
▲38
（▲8）

来期予想
▲31
（＋7）
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30/326/3 26/9 27/3 27/9 28/3 28/9 29/3 29/9

「業況 DI」推移

増加 変わらず 減少

前期
29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

20.05.0 75.0

7.7 74.4 17.9

5.0 72.5 22.5収
益

当 期
▲18
（▲3）

来期予想
▲10
（＋8）

業況判断指数

前期
29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

2.5 5.092.5

5.1 89.8 5.1

5.0 85.0 10.0

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
▲5
（▲2）

来期予想
0

（＋5）

業況判断指数

前期
29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

10.0 90.0

12.8 2.684.6

10.0 5.085.0

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
5

（▲5）

来期予想
10

（＋5）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

前期
29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

84.6 12.82.6

84.62.6 12.8

82.5 15.02.5
資
金
繰
り

当 期
▲13
（▲3）

来期予想
▲10
（＋3）

業況判断指数

過剰 適正 不足

前期
29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

90.0

95.0 5.0

95.0 5.0

2.5 7.5

設
備

当 期
▲5
（0）

来期予想
▲5
（0）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

上昇 変わらず 下降

業
況

当 期
▲38
（▲8）

来期予想
▲31
（＋7）

業況判断指数

良い 普通 悪い

増加 変わらず 減少

前期
29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

5.0 60.0 35.0

5.1 59.0 35.9

2.5 57.5 40.0

売
上

当 期
▲15
（＋3）

来期予想
▲3

（＋12）

業況判断指数
前期

29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

5.0 22.572.5

12.8 71.8 15.4

7.5 70.0 22.5

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥



AOKI SHINKIN BANK

　建設業の当期（1～ 3月期）の業況判断DI は 9となり、
前期（10～ 12月期）と比較して 9ポイントの悪化となっ
た。「売上」で 25ポイント、「収益」で 13ポイント、「資
金繰り」で 11 ポイントの悪化、「原材料・仕入価格」で
6 ポイントの上昇、「販売・請負・料金価格」で 5 ポイン
トの下降、「設備」で 2ポイントの改善となる。

　　来期（4～6月期）は、「資金繰り」で5ポイントの改善、
「業況」で 9 ポイント、「売上」で 11 ポイント、「収益」
で 13ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」、「原材料・
仕入価格」で 8 ポイントの下降、「設備」で横ばいを予想
している。
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建設業
KENSETSU-GYOU

建
設
業

建
設
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
9

（▲9）

来期予想
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（▲9）
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30/326/3 26/9 27/3 27/9 28/3 28/9 29/3 29/9

増加 変わらず 減少

前期
29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

22.2 8.968.9

4.4 77.8 17.8

13.3 73.4 13.3収
益

当 期
0

（▲13）

来期予想
▲13
（▲13）

業況判断指数

前期
29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

15.6 6.777.7

6.7 82.2 11.1

8.9 86.7 4.4

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
4

（▲5）

来期予想
▲4
（▲8）

業況判断指数

前期
29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

20.0 2.277.8

15.6 84.4

24.4 75.6

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
24

（＋6）

来期予想
16

（▲8）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

前期
29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

80.0 8.911.1

86.7 8.9

77.7 15.6
資
金
繰
り

当 期
▲9

（▲11）

来期予想
▲4
（＋5）

業況判断指数

過剰 適正 不足

前期
29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

86.7 11.1

93.3 6.7

93.3 6.7

4.4

6.7

2.2

設
備

当 期
▲7
（＋2）

来期予想
▲7
（0）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

上昇 変わらず 下降

業
況

当 期
9

（▲9）

来期予想
0

（▲9）

業況判断指数

良い 普通 悪い

増加 変わらず 減少

前期
29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

24.4 68.9 6.7

8.9 82.2 8.9

17.8 73.3 8.9

売
上

当 期
4

（▲25）

来期予想
▲7

（▲11）

業況判断指数
前期

29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

33.3 4.462.3

11.1 71.1 17.8

24.4 55.6 20.0

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

「業況 DI」推移

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥



AOKI SHINKIN BANK

　不動産業の当期（1～ 3 月期）の業況判断 DI は▲3 と
なり、前期（10～ 12 月期）と比較して 4 ポイントの改
善となった。「売上」、「収益」で 10ポイント、「資金繰り」
で 3 ポイントの悪化、「原材料・仕入価格」で 4 ポイント
の上昇、「販売・請負・料金価格」で7ポイントの下降となる。
　来期（4～ 6月期）は、「売上」で１０ポイントの改善、「業

況」で4ポイント、「資金繰り」で3ポイントの悪化、「収益」、
「販売・請負・料金価格」、「原材料・仕入価格」で横ばい
を予想している。
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不動産業
FUDOUSAN-GYOU

不
動
産
業

不
動
産
業

業況判断指数

当 期
▲3
（＋4）

来期予想
▲7
（▲4）
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。

広告が入ります

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥

増加 変わらず 減少

前期
29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

13.3 16.770.0

6.7 73.3 20.0

10.0 66.7 23.3収
益

当 期
▲13
（▲10）

来期予想
▲13
（0）

業況判断指数

前期
29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

3.396.7

83.4 13.33.3

83.4 13.33.3

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
▲10
（▲7）

来期予想
▲10
（0）

業況判断指数

前期
29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

13.3 86.7

20.0 76.7 3.3

16.7 83.3

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
17

（＋4）

来期予想
17
（0）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

前期
29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

90.0 3.3

83.3 10.0

86.6 6.7
資
金
繰
り

当 期
0

（▲3）

来期予想
▲3
（▲3）

業況判断指数
6.7

6.7

6.7

上昇 変わらず 下降

上昇 変わらず 下降

業
況

当 期
▲3
（＋4）

来期予想
▲7
（▲4）

業況判断指数

良い 普通 悪い

増加 変わらず 減少

前期
29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

10.0 73.3 16.7

10.0 73.3 16.7

10.0 76.7 13.3

売
上

当 期
▲13
（▲10）

来期予想
▲3

（＋10）

業況判断指数
前期

29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

13.3 16.770.0

13.3 70.0 16.7

10.0 66.7 23.3

（単位 :%）

（単位 :%）

（単位 :%）

（単位 :%）

（単位 :%）

（単位 :%）

「業況 DI」推移



AOKI SHINKIN BANK

サービス業
　サービス業の当期（1～ 3 月期）の業況判断 DI は▲16
となり、前期（10～ 12 月期）と比較して 7 ポイントの
悪化となった。「資金繰り」で 4 ポイント、「設備」で 3
ポイントの改善、「売上」で 12ポイント、「収益」で 9ポ
イントの悪化、「原材料・仕入価格」で5ポイントの上昇、「販
売・請負・料金価格」で 2ポイントの下降となる。

　来期（4～ 6 月期）は、業況で 14 ポイント、「売上」
で 12 ポイント、「収益」で 14 ポイント、「資金繰り」で
7 ポイントの改善、「設備」で 3 ポイントの減少、「販売・
請負・料金価格」、「原材料・仕入価格」で横ばいを予想
している。
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SÂBISU-GYOU

サ
ー
ビ
ス
業

サ
ー
ビ
ス
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
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（▲7）
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増加 変わらず 減少

前期
29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

14.0 18.667.4

14.0 72.0 14.0

9.3 67.4 23.3収
益

当 期
▲14
（▲9）

来期予想
0

（＋14）

業況判断指数

前期
29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

86.0 7.07.0

4.7 7.088.3

93.02.3 4.7

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
▲2
（▲2）

来期予想
▲2
（0）

業況判断指数

前期
29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

14.3 2.483.3

16.7 83.3

16.7 83.3

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
17

（＋5）

来期予想
17
（0）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

前期
29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

76.7 16.3

88.3 4.7

86.0 9.3
資
金
繰
り

当 期
▲5
（＋4）

来期予想
2

（＋7）

業況判断指数

過剰 適正 不足

前期
29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

90.72.3 7.0

86.04.7 9.3

88.3 7.04.7

7.0

7.0

4.7

設
備

当 期
▲2
（＋3）

来期予想
▲5
（▲3）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

上昇 変わらず 下降

業
況

当 期
▲16
（▲7）

来期予想
▲2

（＋14）

業況判断指数

良い 普通 悪い

増加 変わらず 減少

前期
29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

7.0 76.7 16.3

11.6 74.4 14.0

2.3 79.1 18.6

売
上

当 期
▲14
（▲12）

来期予想
▲2

（＋12）

業況判断指数
前期

29 年 10～12 月

当期
30 年 1～3月

来期
30 年 4～6月

16.3 18.665.1

14.0 69.7 16.3

9.3 67.4 23.3

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

「業況 DI」推移

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥
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特別調査

経営者の健康管理と事業の継続について

問1.貴社の社長（代表者）の年齢階層はいずれに属しますか。下記の①～⑤の中から 1つ選んでお答えください。また、
現在の社長（代表者）は何代目ですか。下記の⑥～⓪の中から１つ選んでお答えください。

社
長
の
年
齢
階
層

社
長
の
代

① 20歳代、30歳代

② 40歳代　

③ 50歳代　

④ 60歳代　　

⑤ 70歳代　　

⑥ 創業者 

⑦ 2代目

⑧ 3代目 

⑨ 4代目                                                                 

⓪ 5代目以上

問2.健全な経営のためには、社長（代表者）の健康が大切です。社長（代表者）の先月の労働時間（経営に費やした時間）
は、1週間あたりにするとどの程度ですか。①～⑤の中から 1つ選んでお答えください。また、健康診断をどの程
度の頻度で受けていますか。下記⑥～⓪の中から１つ選んでお答えください。

1
週
間
あ
た
り
の
労
働
時
間

健
康
診
断
を
受
け
る
頻
度

① 40時間未満

② 40時間以上60時間未満

③ 60時間以上80時間未満

④ 80時間以上100時間未満

⑤ 100時間以上　

⑥ 1年に1回以上

⑦ 2～4年に1回

⑧ 5～10年に1回 

⑨ 10年以上受けていない                                                         

⓪ 受けたことがない

問3.仮に今、社長（代表者）の方がケガや病気等で 1か月間の休養を余儀なくされたとします。貴社では、どの程度の業
務継続が可能ですか。①～⑤の中から 1つ選んでお答えください。また、休養中に特に心配される貴社の機能の低
下や悪化はどのようなものですか。⑥～⓪の中から、最も当てはまるものを 1つ選んでお答えください。

問4.問 3に続いて、社長（代表者）の方がケガや病気等で 1か月の休養を余儀なくされたとします。貴社には、休養中の社
長（代表者）の事業を代行できる人がいますか。①～⓪の中から１つ、最も当てはまるものを選んでお答えください。

業
務
継
続

心
配
さ
れ
る
機
能
の
低
下
や
悪
化

① 通常通りの業務継続が可能

② 主要業務に限り継続可能

③ 大幅に業務を縮小した上で継続可能

④ 業務継続は不可能（休業、廃業）

⑤ わからない

⑥ 営業機能や販売機能の低下

⑦ 生産機能や仕入機能の低下

⑧ 資金繰りの悪化

⑨ わからない                                           

⓪ 心配していない　　

① 配偶者

② 子供

③ 親

④ 親族（上記①～③以外）

⑤ 役員・従業員（親族以外）

⑥ 販売先・仕入先

⑦ 同業他社

⑧ その他

⑨ 自分の代わりはいない                                                         

⓪ 休廃業するから代わりは必要ない

問 5.社長（代表者）にお尋ねします。あなたのストレス解消法は何ですか。①～⓪の中から最大３つまで選んでお答え
ください。

① 仕事における達成感

② 社内での余暇活動（社員旅行等）

③ 家族とのふれあい
④ 

⑤ 飲食

⑥ 睡眠

⑦ 運動・スポーツ
⑧

⑨ その他　                                         

⓪ ストレス解消法はない

 趣味・娯楽
（運動・スポーツ以外）

地域活動、団体活動、
ボランティア等

2.6％

17.3％

27.6％

23.9％

28.6％

39.5％

46.2％

11.6％

1.7％

1.0％

15.3％

50.5％

28.9％

3.6％

1.7％

83.4％

12.3％

1.3％

1.0％

1.0％

48.5％

22.6％

10.9％

9.0％

9.0％

36.9％

10.6％

3.0％

18.6％

30.6％

13.0％

20.6％

9.0％

15.0％

26.2％

0.0％

1.3％

0.0％

11.3％

3.3％

16.9％

2.7％

29.9％

4.3％

20.9％

19.3％

35.5％

38.5％

0.3％

2.7％
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トピック

ス
　　　　

トピック
ス

販路を広げる

経費を節減する

人材を確保する

情報力を強化する

宣伝・広告を強化する

売れ筋商品を取扱う

品揃えを充実改善する

新製品技術を開発する

技術力を高める

提携先を見つける
（%） （%）

29 年 9月
29年 12月
30年 3月

経営上の問題点集計結果（全業種）
売上の停滞・減少
同業者間の競争激化

人手不足
利幅の縮小

大手との競争激化
値下げ要請
原材料高

販売商品の不足
合理化不足

工場店舗の狭小老朽化
輸入品との競争激化

当面の重点経営施策（全業種）

経営上の問題点と当面の重点経営施策

0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50

　平成30年2月7日（水）川口駅前市民
ホール「フレンディア」において、あお
しんビジネスクラブ主催の新春経済
セミナーを行い、当金庫取引先他、82
名の方に参加していただきました。
　セミナーは事業承継をテーマとし
て、〈第１部〉独立行政法人 中小企業基
盤整備機構 事業承継コーディネー
ター富永治氏による「中小企業経営者のための事業承継対策」、〈第２部〉税理士法人PLUS-ONE代表三星 剛氏
による「税理士から見た事業承継対策のポイント」の講演が行われました。参加されたお客様は、熱心に聴講さ
れていました。

「あおしんビジネスクラブ　新春経済セミナー」開催

「彩の国ビジネスアリーナ 2018」開催 「あおしん次世代経営塾 卒業生交流会」開催

　「彩の国ビジネスアリーナ2018」が、1月24日
(水)・25日（木）の2日間、さいたまスーパーアリーナ
で開催されました。
　このビジネスアリーナは、新たなビジネスチャン
ス創出の場を提供する国内最大規模の展示商談会
で、2日間で17,156人の来場者となりました。
　今回は660の企業や団体が出展し、当金庫のお取
引先も15社が出展。新たな取引先や商品・新技術等
の発見の機会として
活用されました。

　「あおしん次世代経営塾」卒業生交流会が3月9日
（金）川口そごうの『ダリアルーム』で開催されました。
　当経営塾は次世代の経営者の育成等を目的として
平成27年度に開講、第3期を終了し卒業生は70名と
なったことから、卒業生同志の親睦を深める目的で
交流会を開催しました。第1部の講演会では、特定社
会保険労務士の佐賀豊氏を講師に迎え「人事労務で
疲弊する経営者を元気にする」をテーマに講演が行
われました。第2部の
懇親会では、卒業生
（23名）の異業種交
流の場として、情報
交換が活発に行われ
ました。

29 年 9月
29年 12月
30年 3月
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●営業地区及び店舗配置図（埼玉県内28市3町2郡・東京都内4区1市）


